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2025年 10月期 第２四半期決算説明会書き起こしおよび動画公開のお知らせ 

 

 

当社は、2025年６月 13日（金）に開催しましたアナリスト・機関投資家さま向け 2025

年 10月期 第２四半期決算説明会書き起こしおよび動画公開したことをお知らせいたしま

す。  

 

詳細につきましては、下記および添付の資料をご参照ください。  

 

2025年 10月期 第２四半期決算説明動画については下記をご確認ください。  

https://www.youtube.com/watch?v=5fgUEBMG3Nw 

※掲載した動画は予告なく変更・終了する場合がございます。予めご了承ください。 

 

 

2025年 10月期 第２四半期決算説明の書き起こしについては次頁以降をご確認ください。 

 

会 社 名 株 式 会 社 笑 美 面 面 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長  榎 並  将 志 

（コード番号： 9 2 3 7  東証グロース市場） 

問合せ先 取締役コーポレート本部長  木 下  裕 司  

 （TEL. 06—6459-0777） 

https://www.youtube.com/watch?v=5fgUEBMG3Nw
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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社笑美面 

 

[企業 ID]  9237 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2025 年 10 月期第 2 四半期決算説明会 

 

[決算期]  2025 年度 第 2 四半期 

 

[日程]   2025 年 6 月 13 日 

 

[ページ数]  28 

 

[時間]   18:00 – 18:33 

（合計：33 分、登壇：22 分、質疑応答：11 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  1 名 

代表取締役社長   榎並 将志（以下、榎並） 
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登壇 

 

榎並：改めまして、株式会社笑美面の榎並です。本日は当社の 2025 年 10 月期第 2 四半期の決算

説明会にご参加いただき、ありがとうございます。 

今期上期もビジョンの実現に向け、たくさんの仲間を増やし、たくさんの現場でこれぞ社会インパ

クトという事例を数多く生み出してきたことを自負しております。 

それらの活動実績を、5 月より note という媒体で発信を始めました。ビジョン、心の介護が当た

り前になる社会を目指して、当社シニアホームの紹介サービスを通じて、介護家族にどのような態

度、行動変容が起こったのか。そんなリアルな入居エピソードを中心にお届けしております。 

当社コーディネーターによる家族会議の価値や、当社の思いを感じ取っていただける内容になって

おりますので、ぜひ笑美面、note で検索いただいて、ご覧いただければ幸いです。 

 

では、説明に入らせていただきます。こちら、当社の用語集となります。 
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アジェンダとなります。 

 

こちらですが、再掲で載せさせていただいています、現在発生している社会課題です。これらの社

会課題に対峙して事業を行っております。 
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こちらは各事業の簡易説明と、営業収益の構成比です。こちらも再掲ページとなっております。 

 

では第 2 四半期の説明に入る前に、前期からの変更点をお伝えいたします。昨年 9 月にシニアホー

ム開設コンサルティングを独立させ、株式会社ケアサンクを設立いたしました。それに伴い、当期

より連結決算に変更し、笑美面で行うシニアライフサポートサービス、ケアサンクで行うシニアホ

ームコンサルティングサービスの、二つのセグメント開示に変更しております。 
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それでは、第 2 四半期のハイライトから説明いたします。2025 年 10 月期の上期は、営業収益が

前年同期比 48.5%増の 8 億 5,500 万円と、上期計画を上回りました。営業利益は上期に前年以上の

採用を集中させたこともあり、前年同期比では減益の 2,900 万円となりましたが、当初上期赤字の

計画をしておりましたので、上回って黒字で着地しております。 

なお、通期計画については下期偏重の計画でございまして、グラフが示すとおり、下期のハードル

は低くはない中で、さらに上期で上振れした分、来期以降の採用の前倒し実施も視野に入れている

ことから、期初発表を据え置きとしております。 
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拠点展開としまして、5 月新たにオフィスを大阪京橋、愛知名駅、兵庫三宮に開設しております。

これにより、既存エリアの深耕や、周辺エリアにもサービスの提供を深めてまいります。 

 

社会インパクト実現に向けた取り組みとしまして、先ほどの note の開設と、もう 1 点トピックが

ございました。上場後、最初に出した有価証券報告書が、金融庁が選ぶ記述情報の開示の好事例集
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2024 に選出されました。ビジョン実現のための事業活動の内容を KPI と関連づけながら、具体的

に記載していることなどが評価されたようです。 

 

では、四半期実績について具体的な説明に入ります。第 2 四半期累計業績につきましては、営業収

益が 500 万円超過の 8 億 5,500 万円、前年同期比 48.5%増となりました。各段階利益につきまし

ては期初計画したとおり、人員の獲得は計画どおり進み、さらに採用費の圧縮、人材関連費の抑制

ができたことで、上期計画は 5,000 万円ほど上回って着地しました。 

セグメント別収益としましては、前年同期比で 42.3%の増の 4 億 4,500 万円となりまして、内訳と

しましてはシニアライフサポートは営業収益が 45.1%増の 3 億 8,000 万円、シニアホームコンサル

ティングが 27.7%増の 6,400 万円となっております。 
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このページから、インパクト KPI の実績について説明いたします。メディカルソーシャルワーカ

ー、MSW からの紹介数は、前年同期比で 73.7%増の 3,106 人と、四半期で初めて 3,000 人を超え

てきました。コーディネーター数の増加もありましたが、メディカルソーシャルワーカーの方から

は公正、中立な紹介姿勢を評価いただいております。紹介パートナーからの依頼へのフィードバッ

クなどの取り組みにより、信頼関係の構築ができている結果だと捉えております。 

家族会議実施数は、前年同期比で 47.1%増の 2,239 件。こちらも初めて 2,000 件を超えてきまし

た。家族会議実施により、家族がシニアホームへ入居することの誤解、いい知れぬ後ろめたさを解

消して、介護家族は身体的介護ではなくて、心の介護に向き合っていただくようお伝えしておりま

す。 

また先ほどと重複しますが、公正、中立性を大事にし、利用者とその家族に対して信頼できる情報

提供を行っていることが、数の面での成長も生んでいると捉えております。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790      

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

9 
 

 

次にスマイル数ですが、前年同期比で 39.4%増の 1,172 人となりました。MSW からの紹介数の増

加、家族会議実施により成約率も高まり、着実に増加しております。 

プラットフォーム登録数ですが、第 2 四半期末で 8,869 件まで増加したため、現在はシニアホーム

運営事業者との情報連携が中心ですが、以前からお伝えしていますとおり、この登録基盤を生かし

た大きな展開としてのサービス提供を、継続して検討しております。 
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こちらは営業費用の推移です。第 2 四半期の営業費用は 4 億 1,000 万円と、第 1 四半期から横ば

いとなっております。メンバー数の大幅な増員に伴い、人件費は増えておりますが、採用費は第 1

四半期からの投資、リファラル採用などで、人材紹介料の発生が抑えられ、減少しております。 

そしてシニアライフサポートを担当するコーディネーターの採用につきましては、上半期で計画数

を充足しております。また応募倍率も、採用数の 20 倍以上の応募をいただいております。 

 

左のグラフ、1 クォーター、2 クォーターと薄い緑色の入社 6 カ月以上のメンバー数にほぼ変化が

なくて、濃い緑色の入社 6 カ月未満のメンバーが大幅に増えていることが分かると思います。こち

らが前期のように 3 クォーター、4 クォーターと入社 6 カ月以内メンバーの割合が減っていき、収

益貢献していく構造となっております。 
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こちらは参考の再掲ページでございます。 

続きまして、通期計画と進捗状況について説明いたします。営業収益の進捗状況は 42%と、前期

第 2 四半期の 44%と比べてわずかに下回っていますが、先ほどと重複しますが、下期偏重計画で

あり、上期の採用が下期後半での収益拡大を見込んでおります。 
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営業利益の進捗状況は 11%となっておりますが、当初計画の上期は赤字を計画しておりましたの

で、順調でございます。下期から利益確保が本格化する見通しです。ただし下期自体の目標は低く

はないので、引き締めて事業を進めていきたいなと考えています。 

 

各 KPI の進捗についてはご覧のとおり、当初の計画値は前期よりさらに高いですが、前期と似た

進捗となっております。 
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次に通期計画ですが、期初計画より変更はございません。 

まず繰り返しになりますが、上期累計で上振れしているものの、下期偏重計画であることと、次に

もともと期初計画の中でも下期で来期の前倒し採用予算は一部入れておりますが、この上期の上振

れを受けて、さらに前倒しの人材採用に先行投資をする余地を踏まえております。その結果、通期

計画を据え置くことといたしました。 

次ページから 26 ページまでは、通期計画の説明を改めて記載しておりますので、ご確認いただけ

ますと幸いです。 

ここからは継続掲載の資料が中心になるのですが、改めて当社のビジョン達成までの道筋を、イン

パクト企業として説明差し上げたいと考えます。 
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こちらも再掲資料ですが、当社のビジョンまでの道筋を時間軸で示したものです。私たちは企業ミ

ッションとして、「社会課題の解決で世の中に恩返しをする」を掲げております。このミッション

では国内とも介護とも申し上げていないです。こちらが上位概念になります。 

そしてその中にビジョンである、「高齢者が笑顔でいる未来を堅守する」と掲げています。当社に

とってビジョンとは、事業を通じて実際に実現させると決めていることです。その道筋がこちらの

図となっております。 
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今まで事業を行ってまいりまして、ビジョンを実現するために必要なことが分かりました。2 点、

大きくあると考えています。一つは誤解を解くこと。シニアホームは自由が利かない、画一的なケ

アをされる、汚いとか、立地が悪い、高い。介護家族はこれに加えて、介護を手放す罪悪感なども

有していることが多いです。そしてこれらが諦めになり、過度な家族介護などに陥っていきます。

この誤解や罪悪感や諦めを、事業を通じてそうではないと啓もうし、解消していくことが必要で

す。 

もう 1 点が、シニアホーム側のさらなる進化が必要だと考えております。大まかにいいますと、ま

だまだシニアホームは閉鎖的だと考えております。もっとほかのホームと比較ができるデータや、

ほかのホームの取り組みを知る機会が必要です。またそれらの気づきから、革新をもたらしたり、

安定をもたらせるプロダクトの情報取得、現場導入を行い、経営、運営を行っていくことが必要で

す。 

それらを当社のケアプライムコミュニティであったり、インパクトミーティングといった取り組み

で実現させます。双方の実現ができれば、介護家族は身体介護をシニアホームのプロに任せ、心の

介護に専念できて、高齢者が笑顔でい続ける社会が実現すると確信しております。 
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先ほど挙げた誤解の解消、罪悪感の軽減への取り組みが、こちらの家族会議です。コーディネータ

ーによる対面相談を主としております。正しい情報を伝えながら、本当の希望はどこにあるのか、

立地や予算や身体状況の受入れといった、入れるかどうかだけではなくて、人生において大切にし

ていきたいことや、本人の性格を踏まえた望むケア、家族の思いだったり。まさに厚労省が推進す

る ACP、アドバンスケアプランニングを、この家族会議で体現しております。右のグラフは実施

件数でございます。 
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30 ページ、こちらも継続掲載資料でございます。当社は入居後 3 カ月後にアンケートを実施して

おります。介護家族を対象にしたアンケートです。このアンケートによって、当社のサービスによ

って SDGs5.4 の目標に貢献できていることが、社会的インパクトの継続というかたちで確認でき

ております。 

また今年の 4 月より、経済産業省が企業に介護離職防止を義務づけました。当社サービスはビジネ

スケアラーの解消によって、介護離職を防止することに貢献できていることも確認できておりま

す。 

これらの計測により、当社メンバーは自分たちの仕事がどう世の中に役立っているのか、実感する

ことができており、誇りを持って働くことができております。 
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このアンケートは忖度なしで生の声をお客様からいただいておりますので、一部シニアホーム入居

に対して罪悪感などを払拭し切れなかったケースもありますが、多数の方がイメージを変えて、ポ

ジティブな気持ちになっていただいております。イメージが良くなったと、シニアホームに対して

心境の変化を回答いただいています。 

ここで、大変重要な観点をお伝えしたいなと考えております。前回の定時株主総会後のインパクト

戦略説明会でも少しお話しいたしましたが、このようにお客様に満足度が高い入居後の生活を送っ

てもらうためには、お客様とシニアホームのベストマッチが必要です。 

しかしともすれば、私たちの立場でいうとマッチングサービスを提供している側です。マッチング

サービスは易きに流れるということで、当初は情報の非対称性を解決しようと始めたサービスが、

だんだん情報の非対称性を利用するようなサービスになり得ることがあるかと存じております。 

これはお客様にとってのベストマッチではなくて、自社や担当する個人にとって都合の良いマッチ

ングをすることが、マッチングサービスでは起こり得ると捉えております。 

当社は拡大をしてもビジョンを忘れず、そのようなことが起きないように、仕組みで対応しており

ます。2 点ございまして、一つはコーディネーターの評価を売上、当社でいうと営業収益ではなく

て、成約件数で評価していることです。これは創業時からの仕組みでございます。もう 1 点はチー

ム制を敷いていること。個人の考えだけで提案するホームを選定するのではなくて、チームで行っ

ております。また、その振り返りもチームでできるようになっています。 
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売上を追うのではなくて、ベストマッチによる満足度を追っております。そしてそれをチームで管

理する仕組みになっておりますので、このようにしてお客様に高い価値を提供できていると捉えて

おります。これは今後も再現性のある仕組みとして、拡大を続けたとしてもこの仕組みを継続して

いきたいと考えています。 

 

その経営理念から生まれた家族会議という業務のプロセスが、財務インパクト、社会インパクト双

方に寄与しております。当社メンバーや外部協力者の共感を生み、結果的に財務インパクトにつな

がるという循環をつくり出しております。 

結果的に財務インパクトが大きくなりますので、それを使って再投資することができて、拡大をね

らえるということだと。この社会インパクトと財務インパクトの両立を実現することが、インパク

ト企業だと捉えています。 
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こちらも継続開示しておりますご利用者様の生の声、介護家族の方へのアンケートでございます。 

当社の内部ではアンケート以外にも非公式といいますか、当社コーディネーターがお客様にマッチ

ングを終えて、入居を終えて、直接お客様、その介護家族さんからお声をいただくことがありま

す。 

先日私がコーディネーターから聞いた話だと、自宅で介護を担っていた介護家族から、実は笑美面

と出会う前は介護心中をしようと考えていたという本音を聞いたと。本当にそういう状況に陥って

いる方は決して少なくなくて、こういうケースは決してごくわずかではないです。そこまで悩ん

で、葛藤している。また諦めている状態でいらっしゃる方は多いです。 

だからこそ、このシニアホーム紹介サービスを 47 都道府県に広げなければいけないなと、強く実

感しております。 
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こちらも継続開示の資料でございます。当社が提唱している概念の心の介護です。介護課題はいろ

いろあるのですが、心の介護に向き合うこととシニアホームの入居というソリューション、これは

すごく高い相関性があると、このアンケートの結果から考えております。 

やはり身体的な介護、家族介護で一定の許容度を超えた際、シニアホーム入居というソリューショ

ンは心の介護に再度向き合えるきっかけになると。こういう相関性が伺えると、このアンケートか

ら捉えております。 
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ほかの外部向けの活動でございますが、右側の note 開始は最初のトピックでお伝えしたとおり、

ぜひ QR コードを読み込んで、現場の活動を見ていただければ嬉しいなと考えております。 

左側、社会インパクトを生み出す外部活動として、介護家族が心の介護に専念する大切さを社会に

広めるための取り組みとして、5 月 6 日を『心の介護に向き合う日』として申請、そして正式に認

定を受けました。 

日付の由来としましては、5 月 6 日は「５（ここ） ６（ろ）」と読める語呂合わせから設定いた

しました。またこの時期はゴールデンウィーク期間中であるため、家族が集まりやすい日でもある

と思いますので、この日に心の介護について考えて、大切な人と向き合う機会を増やしてほしい思

いを込めております。 
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こちらのトピックは、継続している社内での取り組みでございます。当社はミッション、ビジョン

とともに、ともに働くメンバーの安全と尊厳が守られるような企業運営を行っていくと決めており

ます。これらの取り組みはメンバーからも好評をいただいていますので、続けていきたいなと考え

ております。 

以上で私からの決算説明を終えさせていただきます。ご清聴いただき、ありがとうございました。 
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質疑応答 

 

司会：：ありがとうございました。それではこれより質疑応答に移らせていただきます。お時間 

の制限もございますので、全てのご質問に回答できない場合もございます。あらかじめご了承くだ 

さい。それでは質疑応答に移ります。榎並社長、お願いいたします。 

榎並 [M]：改めまして、笑美面の榎並でございます。よろしくお願いします。では、質問をピック

アップして回答させていただきます。 

質問者 [Q]：通期計画は据え置きとされたが、下期も上振れた場合でも人材投資に回されますでし

ょうか。それとも上方修正をされるのでしょうか。 

榎並 [A]：こちらはシェア拡大を踏まえて、人材投資を積極的に進めています。下期偏重計画をク

リアして上振れが見えた際は、採用は準備が必要で、人材紹介でいいますと入社したときに費用計

上になりますから。なかなか計画を先にしておかなければいけない部分もありますので、下期偏重

の計画さえもクリアして、さらに上振れが見えた場合は適時開示していくことになると思います。

ありがとうございます。 

質問者 [Q]：上期で当期の採用がほぼ充足したということでしたが、下期も採用は続けるのでしょ

うか。また来期以降は、何名採用を計画されているのでしょうか。 

榎並 [A]：下期はライフサポート事業のコーディネーターの採用は、申し上げたとおり来期分の採

用の前倒しを行うと、上振れた分をそちらに回すと考えております。 

また、下期はコストのかかる採用をなるべく行わずに、教育のほうに力を入れておるのですが、リ

ファラル採用は続けておりますので、リファラル採用は続けていきます。あとはバックオフィスの

強化なども考えております。 

来期のそもそもの採用の計画ですが、まだ公表していませんので具体的な数字は控えさせていただ

きますが、当期以上の採用をすると、拡大率で進めていきたいと考えております。ありがとうござ

います。 

質問者 [Q]：東証グロース市場に適用される見込みの、上場 5 年経過後に時価総額 100 億円への対

応は、何か考えておられるでしょうか。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790      

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

25 
 

榎並 [A]：ありがとうございます。現在の成長率を維持すれば、時価総額 100 億円はオーガニック

な成長だけでも早期に実現できると思っております。外部環境、マーケットの環境はあるんですけ

れども、しっかり成長していけば、オーガニックな成長だけでも早期に実現できると思っておりま

す。 

とはいえ、オーガニックな成長だけをやりますということではないですが、オーガニックな成長だ

けでもいけると考えています。 

しかしマーケットの環境もありますから、来期以降の計画でもしっかり意識して、しっかり成長し

ていきたいと考えております。 

質問者 [Q]：各インパクト KPI の上期実績について、通期計画に対する評価を理由とともにご説明

をお願いいたします。順調、上振れ、進捗が遅れており達成の努力が必要など。 

榎並 [A]：これは総じて順調だと捉えております。各 KPI、今期、直近四半期、第 2 四半期では過

去最高の数字を出しておりますので、当然投資した結果でございますが、順調だと捉えておりま

す。ありがとうございます。 

質問者 [Q]：期初業績予想の上期計画を売上では 500 万円、営業利益計画ではプラス 5,400 万円と

なりました。これについての上振れ要因について、費用面のところの計画とずれた部分について、

詳細を教えてください。 

榎並 [A]：ありがとうございます。こちらは先ほど軽く触れましたが、リファラルが増えたことで

の採用費の抑制ができたことと、先ほど人材関連費と申し上げましたが、これは採用の計画人数は

充足しているんですけれども、ずれがあります。入社月も一応計画では毎月ごとに決めております

が、これが多少後ろずれしたと。最後は充足でクリアしたのですが、このずれがございましたの

で、そういったところから抑制できたところでございます。 

採用費の減少と、人材関連費、給与の発生で抑制できた部分で、ずれがありました。 

質問者 [Q]：メディア報道の影響はありますでしょうか。今後の対応は。 

榎並 [A]：直近ではメディアの報道は減ってきていると感じておりまして、事業への直接の影響は

大きくないです。当社としましても、紹介業の誤解を解くように動いてまいりました。 

今後は引き続き、同業者団体設立の動きもありますので、その中でしっかりと活動を検討していき

たい。正しい姿がしっかり伝わるような活動を続けていきたいと思っております。ありがとうござ

います。 
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では以上をもちまして、いただいた質問への全ての回答が終了いたしましたので、Q&A の時間を

終わらせていただきます。皆様、質問いただきましてありがとうございました。 

司会：以上で株式会社笑美面、2025 年 10 月期第 2 四半期決算説明会を終了いたします。ご視聴

いただき、誠にありがとうございました。 

それでは、失礼いたします。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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